
高専教育の地平

※発表タイトルは当日変更になる場合があります。

主催・文部科学省大学間連携共同教育推進事業　KOSEN発 “イノベーティブ・ジャパン” プロジェクト

後援・公益社団法人日本工学教育協会

シンポジウム

 第 1 部 「社会実装教育」

基調講演

事例報告 「異分野ユーザーとの連携～小山高専の取り組み事例～」

佐藤 知正
東京工業高等専門学校特命教授

東京大学フューチャーセンター推進機構ロボット化コンソーシアム

 第 2部 「高専研究」報告

基調講演

調査報告

総括報告

天野 郁夫
東京大学名誉教授

伊澤 悟
小山工業高等専門学校機械工学科准教授

「エンジニアを育てるために～阿南高専の取り組み事例～」

吉田 晋
阿南工業高等専門学校創造技術工学科情報コース准教授

濱中 義隆
国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官

新谷 康浩
横浜国立大学教育人間科学部准教授

矢野 眞和
東京工業高等専門学校特命教授

東京工業大学名誉教授

討論総括 柳下 福蔵
前沼津工業高等専門学校校長

沼津工業高等専門学校名誉教授

「日本的高等教育制度のなかの高専～歴史を振り返る～」

「高専生の進路選択と職業キャリア」

「高専卒女性のキャリア」

「高専教育に学ぶ」

「科学技術イノベーションのための教育と研究～社会実装アプローチ～」
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無料



シンポジウム　高専教育の地平

参加申込み記入欄 FAX : 042-668-5090
締切：2月1日（月）▼

①参加者氏名：

②勤務先： ③所属・役職：

④メールアドレス：

アクセス参加申込み方法

Eｍail : innovative_kosen@tokyo-ct.ac.jp

※メールでお申込みの場合は、①～④の内容を明記してお送りください。

ご参加いただく場合は、事前申込をお願致します。

①参加者氏名
②勤務先

③所属・役職
④メールアドレス

以上をご記入の上、メールおよび FAX でお申込みください。
公式 HP の特設ページでもお申込みをお待ちしております。
※当日は開催の模様をスチール撮影を致します。

参加申し込み ・ お問合せ先

ご挨拶

締切　2月 1日 （月）

KOSEN 発 “イノベーティブ ・ ジャパン” プロジェクト推進室
〒193-0997 東京都八王子市椚田町 1220-2 
（独）国立高専機構  東京工業高等専門学校 総務課内

TEL(FAX) ： 042-668-5133(5090)
MAIL ： innovative_kosen@tokyo-ct.ac.jp
公式 HP ： http://www.innovative-kosen.jp/

 

 
 

 
 

 
 

至 祝田橋

靖国通り

皇居

都営三田線

都営新宿線

小学館（A8 出口）●

共立講堂●

如水会館●

●学士会館

首都高速道路

竹 橋 駅

パレスサイドビル (1b出口 )●パレスサイドビル (1b出口 )●

　東京パークタワー
●（A9 出口）
　東京パークタワー
●（A9 出口）

神保町駅九段下駅

東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線　　神保町駅（A8・A9 出口）徒歩 4 分

〒101-8439　東京都千代田区一ツ橋 2-1-2　学術総合センター内
一橋大学一橋講堂中会議室

東京メトロ東西線　　竹橋駅 （1b 出口） 徒歩 4 分

事業推進責任者　浅野敬一
東京工業高等専門学校教授

KOSEN 発 “イノベーティブ ・ ジャパン” プロジェクト

　KOSEN 発“イノベーティブ・ジャパン”プロジェクトは、2012 年度から、主に二つの事業を推進してまいりました。

　一つは、「社会実装教育」の提案と実践です。「社会実装教育」では、学生が、工学各分野の専門知識等をもとに、社会の現実の問題に対峙しその解

決に挑戦しています。これにより、学生は、高専の学びをより高度に活用する能力を身につけると考えています。

　もう一つは、高等教育研究等の専門家の参加を得て、「高専研究」に取り組んできました。高専教育の特色や課題についての調査・研究は、これ

まで十分ではありませんでしたが、高専の今後を考えるには必要不可欠です。とくにエンジニア教育を使命とする高専にとって高専教育と卒業

生のキャリアとの関係は重要な論点であり、2014 年度には 14 高専（15 キャンパス）が参加する「高専卒業生キャリア調査」を実施いたしました。

　今回のシンポジウムは、「社会実装教育」を紹介する第 1 部、「高専研究」の成果も踏まえ高専教育全体のあり方を検討する第 2 部により構成さ

れます。「社会実装教育」を高専教育の方向性の一つと提示したうえで、「高専研究」によって得たデータ等も用いながら、日本の高等教育制度にお

ける高専の位置づけと今後を議論したいと考えています。

　ぜひ多くの方々に御出席と忌憚のない御意見を賜りますよう、御案内申し上げます。

KOSEN 発“イノベーティブ・ジャパン”プロジェクト参加高専

函館、八戸、一関、福島、小山、東京、長岡、石川、長野、沼津、鈴鹿、舞鶴、和歌山、米子、宇部、阿南、北九州、佐世保、熊本（熊本キャンパス、八代キャン

パス）、鹿児島、沖縄


